
公示前 議席数（女性）小選挙区 比例区
自民 247 191（19） 132 59
公明 32 24（4） 4 20
立憲 98 148（30） 104 44
維新 44 38（4） 23 15
共産 10 8（3） 1 7
国民 7 28（6） 11 17
れいわ 3 9（4） 0 9
社民 1 1（0） 1 0
参政 1 3（2） 0 3
保守 0 3（1） 1 2
無所属他 22 12（0） 12 －
定数 465 465（73） 289 176

10月27日に投開票された第50回衆議院選挙で
は、自民・公明が過半数割れ。立憲民主党が公
示前議席から50議席増の148議席を獲得する結
果となった。自治労が推薦した組織内・政策協
力候補は18人が当選した。自治労組織内・政策協力候補当選者一覧

組組
織織
内内
・・
政政
策策
協協
力力
候候
補補

1188
人人
がが
当当
選選
をを
果果
たた
すす

第
50
回
衆
議
院
選
挙
で
は
、

自
民
党
の
政
治
資
金
問
題
な
ど

が
厳
し
く
問
わ
れ
、
自
民
・
公

明
の
与
党
は
2
1
5
議
席
と
、

過
半
数
の
2
3
3
議
席
を
割
り

こ
む
結
果
と
な
っ
た
。

対
す
る
野
党
側
は
、
候
補
者

一
本
化
の
不
調
な
ど
、
選
挙
体

制
の
不
十
分
さ
が
指
摘
さ
れ
な

が
ら
も
、
自
民
党
の「
裏
金
政

治
」批
判
で
攻
勢
を
強
め
、
立

憲
民
主
党
は
50
議
席
増
、
国
民

民
主
党
は
21
議
席
増
と
、
勢
力

を
大
き
く
伸
張
さ
せ
た
。

選
挙
結
果
を
受
け
て
自
治
労

は
、
10
月
28
日
に
『
見
解
』
を

発
表
。「
石
破
政
権
・
自
民
党

に
対
す
る
国
民
の
忌
避
感
が
増

大
し
、
こ
の
間
の
自
民
党
政

治
・
政
策
へ
の
不
信
・
不
満
も

相
ま
っ
た
こ
と
が
今
回
の
結
果

に
つ
な
が
っ
た
」
と
し
、
今
回

の
選
挙
結
果
は
「
政
権
交
代
に

む
け
た
端
緒
と
な
る
」「
国
民

が
求
め
る
の
は
緊
張
感
の
あ
る

政
治
で
あ
り
、
こ
の
流
れ
を
止

め
な
い
た
め
に
も
、
来
年
7
月

の
第
27
回
参
議
院
選
挙
が
極
め

て
重
要
」
で
あ
る
と
指
摘
。「
組

織
内
予
定
候
補
者
『
岸
ま
き

こ
』
の
必
勝

に
む
け
、
自

治
労
組
織
の

総
力
を
あ
げ
て
取
り
組
ん
で
い

こ
う
」
と
呼
び
か
け
た
（
題
字

横
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
自
治
労

Ｈ
Ｐ
参
照
）。

な
お
今
選
挙
で
立
候
補
し
た

女
性
は
、
最
多
だ
っ
た
09
年
を

上
回
る
3
1
4
人
。
全
候
補
者

1
3
4
4
人
に
占
め
る
女
性
候

補
の
比
率
は
23
・
36
％
に
達

し
、
初
め
て
2
割
を
超
え
た
。

当
選
者
は
73
人
。

投
票
率
は
53
・
85
％
で
、
前

回
の
55
・
93
％
を
下
回
っ
た
。

党派別当選者数

公示前勢力は、選挙前の議席数／当選者
には無所属からの追加公認含む。

写真上から、当選したおおさか誠二（北海道8
区）、はたのつばさ（比例・北陸信越ブロック）、
新垣クニオ（沖縄2区）の各組織内候補

自治労・自治労共済推進本部の主催で、第33回全国自治体職員
等野球選手権大会が10月18～21日、沖縄県那覇市ほかで開催さ
れた。県・地連大会を勝ち上がった16チームが熱戦を繰り広げ
た。決勝戦は、豊田市職労連（愛知）が柏市職（千葉）を下し、
初優勝を飾った。

決
勝
戦
の
柏
市
職
（
千
葉
）

対
豊
田
市
職
労
連
（
愛
知
）

は
、
ど
ち
ら
が
勝
っ
て
も
初
優

勝
と
な
る
好
カ
ー
ド
。
と
も
に

「
攻
・
走
・
守
」
の
バ
ラ
ン
ス

の
取
れ
た
両
チ
ー
ム
の
対
決
と

な
っ
た
。

1
回
裏
、
豊
田
は
先
頭
・
杉

谷
が
左
中
間
に
ヒ
ッ
ト
を
放
ち

出
塁
。
続
く
打
者
も
四
球
や

ヒ
ッ
ト
で
チ
ャ
ン
ス
を
作
り
、

一
気
に
4
点
を
先
取
す
る
。

追
う
柏
は
2
回
表
、
5
番
・

佐
藤
が
レ
フ
ト
に
二
塁
打
。
続

く
6
番
・
白
澤
の
ヒ
ッ
ト
と
パ

ス
ボ
ー
ル
に
よ
り
2
点
を
返
す
。

し
か
し
豊
田
は
2
回
裏
に
1
点
、

4
回
裏
に
も
1
点
を
追
加
。

反
撃
の
チ
ャ
ン
ス
を
う
か
が

う
柏
は
6
回
表
に
3
番
・
片
岡

が
2
塁
打
を
放
ち
、
続
く
打
者

の
シ
ョ
ー
ト
ゴ
ロ
で
進
塁
。
内

野
ゴ
ロ
の
間
に
1
点
を
返
す
。

し
か
し
反
撃
も
こ
こ
ま
で
。
豊

田
の
打
撃
力
と
投
手
・
眞
井
の

巧
み
な
配
球
が
柏
の
必
死
の
反

撃
を
抑
え
込
み
、
念
願
の
初
優

勝
を
つ
か
み
取
っ
た
。

決 勝
初
回
か
ら
打
線
が
奮
起

リ
ー
ド
守
り
切
り
Ｖ

柏
市
職
ｖ
ｓ
豊
田
市
職
労
連

衆衆議議院院
総総選選挙挙

選挙区名 候補者名 政党
北海道4区 おおつき紅葉 立 憲
北海道8区 おおさか誠二 立 憲
北海道11区 石川 かおり 立 憲
福 島1区 かねこ 恵美 立 憲
新 潟1区 西村 ちなみ 立 憲
栃 木2区 福田 あきお 立 憲
埼 玉6区 大島 あつし 立 憲
千 葉8区 本庄 さとし 立 憲
神奈川16区 ごとう 祐一 立 憲
福 井1区 はたのつばさ 立 憲
愛 知3区 近 藤 昭 一 立 憲
京 都3区 泉 ケ ン タ 立 憲
京 都4区 北神けいろう 無所属
香 川1区 小 川 淳 也 立 憲
香 川2区 たまき雄一郎 国 民
大 分2区 吉川 はじめ 立 憲
宮 崎1区 渡 辺 創 立 憲
沖 縄2区 新垣 クニオ 社 民
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柏市職
豊田市職労連

第33回全日本自治体職員等野球選手権大会全国優勝大会

初
V
初
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『裏金政治』に厳しい審判

ご意見
フォーム

豊田豊田
市職労連市職労連

自治労HP
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阿南市職労連(徳島）

別府市職労(大分）

那智勝浦町職(和歌山）

松本市職労(長野）

沖縄市職労(沖縄）

南幌町職(北海道）

豊田市職労連(愛知）

山形市職労(山形）

旭川市職労(北海道）

水俣市職労連(熊本）

秦野市職労(神奈川）

福山市職労連合(広島）

山口市職労(山口）

秋田市職労(秋田）

柏市職(千葉）

土地改良事業団労(大分）

豊
田
市
職
労
連

全
国
優
勝

全
国
優
勝

全
国
優
勝

大森 彬弘 内野手
豊田市職労連

吉崎 圭亮 投手
柏市職

先
制
し
た
の
は
松
本
市
職
労

（
長
野
）。
1
回
表
、
2
番
・

川
上
が
四
球
で
出
塁
。
そ
の
後

も
ヒ
ッ
ト
が
続
き
、
2
点
を
先

制
す
る
順
調
な
滑
り
出
し
。

対
す
る
豊
田
市
職
労
連
（
愛

知
）
は
2
回
裏
、
四
球
で
出
塁

し
た
走
者
を
2
塁
に
進
め
、
迎

え
た
2
ア
ウ
ト
で
再
び
四
球
。

1
番
・
杉
谷
が
タ
イ
ム
リ
ー
3

塁
打
を
放
ち
同
点
に
追
い
つ
く

と
、
ワ
イ
ル
ド
ピ
ッ
チ
で
3
塁

走
者
が
生
還
し
、
す
ぐ
さ
ま
逆

転
に
成
功
し
た
。

そ
の
後
、
両
チ
ー
ム
無
得
点

が
続
く
中
、
迎
え
た
5
回
裏
。

松
本
は
投
手
を
交
代
す
る
も
四

球
で
無
死
1
、
2
塁
の
ピ
ン
チ

に
。
豊
田
は
こ
の
チ
ャ
ン
ス
を

逃
さ
ず
、
ヒ
ッ
ト
と
押
し
出
し

四
球
を
絡
め
て
6
点
を
追
加
し

猛
攻
。
終
始
、
流
れ
を
手
放
さ

な
か
っ
た
豊
田
が
松
本
を
ね
じ

伏
せ
た
。

準 決 勝
第一試合

平
林
心
優
選
手
の
ヒ
ッ
ト
で
2
点
先
制
し
、
喜
び
を
分
か
ち
合

う
松
本
市
職
労
の
選
手
た
ち

3
位
に
松
本
市
職
労
と
福
山
市
職
労
連
合

5
回
裏
の
猛
攻
で
逆
転
勝
利

松
本
市
職
労
ｖｓ
豊
田
市
職
労
連

気
温
30
度
越
え
の
中
、
粘
り
強
い
投
球
を
見
せ
た
徳
永

和
生
選
手
（
福
山
） 2

回
表
、
柏
市
職（
千
葉
）が

4
番
・
武
内
の
2
塁
打
を
皮
切

り
に
連
続
ヒ
ッ
ト
で
チ
ャ
ン
ス

を
作
る
。
四
球
で
満
塁
の
中
、

2
塁
ゴ
ロ
で
走
者
1
人
が
生
還

し
先
制
。3
回
表
に
は
3
番
・
片

岡
が
3
塁
打
。
4
番
・
武
内
の

2
塁
打
で
2
点
目
を
あ
げ
る
。

そ
の
後
、
福
山
市
職
労
連
合

（
広
島
）
も
反
撃
を
試
み
る

も
、
柏
の
堅
い
守
り
に
阻
ま
れ

得
点
で
き
ず
。
8
回
表
、
柏
は

5
番
・
佐
藤
の
タ
イ
ム
リ
ー

ヒ
ッ
ト
に
よ
り
貴
重
な
追
加

点
。
8
回
裏
に
は
福
山
が
2
ア

ウ
ト
か
ら
出
塁
し
た
1
番
・
西

田
が
2
番
・
桑
本
の
3
塁
打
で

生
還
し
1
点
を
返
し
、
意
地
を

見
せ
る
。

し
か
し
9
回
表
、
柏
は
ヒ
ッ

ト
に
バ
ン
ト
、
ス
ク
イ
ズ
と

い
っ
た
小
技
を
絡
め
て
ダ
メ
押

し
の
2
得
点
。
ね
ば
る
福
山
を

押
し
切
り
決
勝
に
進
出
し
た
。

準 決 勝
第二試合

柏
、
堅
守
で
押
し
切
る

柏
市
職
ｖｓ
福
山
市
職
労
連
合

最
優
秀
選
手
賞

緊
張
切
ら
さ
ず
熱
投
続
け

チ
ー
ム
を
鼓
舞

魂
の
こ
も
っ
た
球
を
投
げ
続

け
、
チ
ー
ム
念
願
の
初
優
勝
に

大
き
く
貢
献
し
た
眞
井
選
手
。

「
今
ま
で
う
れ
し
涙
を
流
し
た

こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
今
回
は

じ
め
て
、
嬉
し
く
て
涙
が
出

た
。
ち
ゃ
ん
と
コ
ー
ス
に
投
げ

な
い
と
打
た
れ
る
、
と
い
う
緊

張
感
を
持
ち
つ
つ
、
冷
静
に
投

げ
続
け
る
こ
と
が
で
き
た
」
と

3
日
間
を
振
り
返
り
、
喜
び
を

に
じ
ま
せ
た
。

打

撃

賞

先
頭
に
立
ち
ヒ
ッ
ト
連
打

チ
ー
ム
に
勝
利
を
引
き
寄
せ
た

力
強
い
ヒ
ッ
ト
で
試
合
を
盛

り
上
げ
た
杉
谷
選
手
は
打
撃
賞

に
輝
い
た
。「
投
手
の
眞
井
選

手
が
頑
張
っ
て
い
た
の
で
、
自

分
が
先
頭
に
出
て
チ
ー
ム
を
奮

い
立
た
せ
よ
う
と
思
っ
て
い

た
。
ス
リ
ー
ベ
ー
ス
ヒ
ッ
ト
を

打
っ
て
得
点
に
つ
な
げ
ら
れ
て

よ
か
っ
た
。
2
年
後
は
優
勝
枠

で
の
出
場
に
な
る
が
、
一
戦
必

勝
で
た
た
か
っ
て
い
き
た
い
」

と
意
気
込
み
を
語
っ
た
。

勝
利
監
督
賞

監
督
に
な
っ
て
2
年

地
元
愛
知
の
応
援
が
力
に

濱
谷
監
督
は
チ
ー
ム
を
率
い

始
め
て
2
年
。「
と
に
か
く
楽

し
く
野
球
を
や
ろ
う
」
を
モ
ッ

ト
ー
に
チ
ー
ム
づ
く
り
を
進
め

て
き
た
。
同
じ
職
場
の
人
に

チ
ー
ム
の
こ
と
を
知
っ
て
も
ら

う
た
め
、
練
習
風
景
な
ど
を
収

め
た
動
画
を
制
作
。
そ
の
結

果
、「
今
回
多
く
の
方
が
応
援

に
来
て
く
れ
、
そ
の
声
援
が
本

当
に
力
に
な
っ
た
」
と
パ
ワ
ー

の
源
を
教
え
て
く
れ
た
。

眞井 佳人 投手
豊田市職労連

杉谷 悠真 主将
豊田市職労連

『『全全員員ががキキャャププテテンン』』
22年年後後のの優優勝勝めめざざすす

濱谷 昇 監督
豊田市職労連

柏市職は、過去に2004年にも準優

勝の経験がある。「少ないチャンス

をモノにする、全員が攻めてくる

チーム」（準決勝で対戦した福山市職

労連合・西山直毅監督）だ。

しかし、全国優勝大会に意外に縁

が薄い理由は、隣に松戸市職という

強力なライバルがいるからだ。松戸

は過去に4回の優勝経験を持つ。県

本部大会でまず松戸を倒さないと、

地連・全国へと、駒を進めることがで

きないのだ。満を持しての全国優勝

大会は、惜しくも準優勝に終わった。

「悔しいの一言。ミスによる失点、

そこにつけ込む豊田の迫力に押され

た」と、柏の羽鳥尊監督（捕手）は

試合を振り返る。

そして「優勝めざし全員がキャプ

テンという意識を持ってプレーする

チーム作りをしてきた。遠い沖縄に

送り出してくれた仲間、応援に来て

くれた仲間に感謝したい。2年後も

全国優勝大会に出場できるように、

頑張る」と、雪辱を誓っていた。

殊

勲

賞

身
体
づ
く
り
に
励
み

2
年
後
も
力
闘
を

敢

闘

賞

惜
し
さ
バ
ネ
に
次
こ
そ
は

強
い
決
意
持
っ
て
前
へ

長長尾尾賞賞
中川雄陽（北海道・南幌町職）
内山 脩（北海道・旭川市職労）
鈴木悠太（秋田県・秋田市職労）
倉田 好（山形県・山形市職労）
内藤亮太（神奈川県・秦野市職労）
平林心優（長野県・松本市職労）
西 翔太（和歌山県・那智勝浦町職）
徳永和生（広島県・福山市職労連合）
肱岡圭介（山口県・山口市職労）
川原慎介（徳島県・阿南市職労連）

山田翔太（大分県・土地改良事業団労）
長野真宏（大分県・別府市職労）
工 龍成（熊本県・水俣市職労連）
仲宗根翔大（沖縄県・沖縄市職労）

特特別別賞賞（（ホホーームムラランン賞賞））
窪田常朝（山口県・山口市職労）※2HR
石川裕太郎（山口県・山口市職労）
坂本賢哉（徳島県・阿南市職労連）

2
9

※※大大会会特特別別ルルーールルにによよるるココーールルドドゲゲーームム
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柏市職
福山市職労連合

（選手名敬称略）
※長尾賞は、各参加チーム（優勝・準優勝チームは除く）から、顕著な活躍を見せた選手に授与。
2001年1月に亡くなった故長尾文吉元委員長のご遺族のご意志とご寄付により創設された賞。

準優勝

柏 市 職

・・・・2024年11月15日 ［毎月1日・15日発行・1954年4月17日第三種郵便物認可］第2379号（２）
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